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水道水をくみ置きする場合は、ふたのできる清潔な容器に入れて、空気が残らないよう口

元いっぱいに水を満たし、フタをしっかり閉めて日のあたらない涼しいところで保管しま

しょう。なお、３日程度での定期的な入れ替えが必要です。（塩素がなくなると細菌などが

繁殖しやすくなります。）入れ替えた水は、洗濯や水やりなどに利用できます。

災害等の断水に備えて日頃から水の備蓄をしましょう。

人が生命を維持するために必要な飲料水の量は、１人１日あたり３リットルといわれて

います。ご家族の人数分を３日分以上備蓄しておきましょう。

水道事業所では、災害等による断水に備え、給水車を整備しています。給水車は災害によ

る断水等が起きた場合に、安全に給水できる場所（道路や広場）で給水を行います。

水の備蓄をしましょう

１人１日３リットル × ３日分 × 家族の人数

この給水車は、一度に３，０００リット

ルの水を運ぶことができます。つまり１日

に必要な飲み水を１，０００人分配ること

ができます。

断水区域が広い場合は、何か所かを周回

しながら給水を行います。給水する場所は

スピーカーで広報します。給水を受ける際

には、水を入れる容器を用意して給水車の

ところへおいでください。

県内で水道災害が発生した場合には、日本水道協会宮城県支部の「災害時

相互応援計画」に基づき、水道事業者相互間で応援活動を行うことにしてい

ます。名取市においても地震や台風等で被害があった地域に給水車や職員を

派遣し給水支援活動を行っています。

水道は重要なライフラインです。災害時でもできるだけ早く給水ができる

よう、今後も水道事業体の絆を大切にしながら連携を図っていきます。

給水車について


